
学校番号 110 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書 数学Ⅲ 改訂版（数研出版） 

副教材等 
４プロセス数学Ⅲ（数研出版）フォーカスＺ数学Ⅲ（啓林館）、ベーシックスタイ

ル数学演習Ⅲ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高等学校の数学の総仕上げとして、解析学を学ぶ。今の自分にとっての新しい数学の考え方を学ぶこと

は、エキサイティングであり、またたいそう興味深いことである。この科目はそうした期待に十分応え

てくれることと思う。また、大学での更に進んだ解析学につながる基礎の部分としても、重要な科目で

ある。しっかり手を動かし、丁寧に計算し、自分が了解できるように、じっくり学んでいこう。あせら

ずに楽しんで。 

具体的には、教科書、問題集の演習を日ごろから積み重ねていくこと。また、疑問点は解決しようと努

力すること。 

 

２ 学習の到達目標 

極限、微分法、積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し

、表現する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方・考え

方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

微分法や積分法に関

心をもつとともに、そ

れらを積極的に活用

して数学的に判断し

ようとする。 

 

繰り返し、根気良く学

習を継続することで、

数学的なものの見方

や考え方を身につけ

ようとすると同時に、

そのすばらしさを味

わうことができる。ま

た、筋道をたてて、わ

かりやすく表現する

力を養う。 

微積分の表現方法

や、処理の技能を身

に付けている。正し

く計算をし、グラフ

をかくことができ

る。 

微積分の概念を再構

築しようとするなか

で、体系的に理解し、

自らが数学的に深く

了解できるよう学習

を積み重ねる。 

評
価
方
法 

授業態度、黒板演習 授業態度、レポート、

テスト 

テスト、演習、レポ

ート 

黒板演習、テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

極
限 

数列の極限、関数の極限、微

分係数と導関数、その計算、

第ｎ次導関数、関数の表し方

と導関数 

○ ○   a:グラフによる視覚化や、様々

な現象に興味を持ち、考察しよ

うとする。 

b:場合分けを的確に行う。 

c:定義、表記を理解し、正しく

計算することができる。 

d:その場、その場で、正しく計

算し、求めることができる。 

黒板演習、ノ

ート提出、テ

スト 

１
学
期
期
末 

微
分
法 

接線、法線、平均値の定理、

関数の値の変化、Ｍａｘ．ｍｉ

ｎ．グラフ、方程式、不等式へ

の応用、速度と加速度、近似

式 

 ○ ○  a:定理に関心を持ち、図形的な

意味を考察しようとする。 

b:定理やグラフ、増減等を活用

し、微分法独特の考え方を理解

しようとする。 

c:増減表やグラフを正しく表

すことができる。計算結果を正

しく求めることができる。 

d:関数やそのグラフの性質を

うまく利用して、必要な事柄を

求めることができる。 

黒板演習、

小テスト、定

期テスト 

２
学
期
中
間 

微
分
法
応
用 

不定積分、置換積分法、部分

積分法、いろいろな関数の不

定積分、定積分、その様々な

方法、種々の問題 

  ○ ○ a:様々な方法を工夫し、不定積

分を求めようとする。 

b:微分法の逆演算として、不定

積分を理解することができる。 

c:様々な工夫によって不定積

分や定積分の値を求めること

ができる。 

d:定義や性質をよく理解し、問

題を解決することができる。 

黒板演習、

定期テスト 

２
学
期
期
末 

積
分
法
・応
用 

面積、体積、曲線の長さ、速

度と道のり、問題演習 

  ○ ○ a:どのようにすれば面積等が

求められるのか、興味関心を持

つ。 

b:適切な方法を理解して、値を

求めることができる。 

c:図を書き、イメージしながら

進むことができる。 

d:正しくまたスムーズな方法

を身につけて、問題解決に取り

組むことができる。 

黒板演習、

発問に対す

る答え、定期

テスト 



３
学
期
期
末 

総
復
習 

総合問題演習 ○ ○ ○ ○ a:解析学への関心をいっそう

高めていく。 

b:多面的に様々なアプローチ

を模索する態度を養う。 

c:数学的に表現、処理する仕方

の技術を身につけている。 

d:概念を体系的に理解し、知識

を身につけている。 

演習とテスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

   原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


